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?Abstract?
This paper proposes the partly new created definition of aging society. The present definition of it has 
three criteria, aging society, aged society and super aged society, depending on percentage of elderly in 
the total population. This basic concept of aging society, which was invented by United Nations, has been 
used for the last half century. However the aging progress, especially in advanced countries and 
emerging economies, is supposed to be faster, wider and deeper. This global demographic trend suggests 
us to improve the current definition of aging society. Therefore this paper insists to add three new criteria 
of aging society to the current definition. These three are the concepts of the later stages of aging society. 
They could be called ?latter aging society?, ?latter aged society? and ?latter super aged society?.
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出生時平均余命を「17 世紀には 20 歳代後半ない
し 30 歳そこそこだったと考えられるが，ようや






47.8 歳だったが，1681 年〜 1710 年生まれの旗本
















紀半ばには 41 歳〜 45 歳であったことから，旗本
の隠居が現代の定年退職に比べて早かったとして
いる 9）。この Yamamura 調査では，61 歳から 65
歳の旗本が旗本全体に占める割合は 8.5％に過ぎ
なかった 10）。ここでやや乱雑ながら，現在の日





さん」や「お婆さん」の年齢も 40 歳代から 50 歳















































































































































































































　図 3 は，増田のいう人口減少の 3 段階を示して
いる。同図では，3 つに分けられた年齢階層別人
口のそれぞれ（0-14 歳，15-64 歳，65 歳以上）
を指数化して 100 とおき，その経年変化をみてい
る。基準年は 2010 年である。
　2010 年〜 2040 年の「第 1 段階」では，高齢人
口（65 歳以上）の指数が 131 へ高まっている。
一方で，生産年齢人口（15-64 歳）の指数は 71
となり，実数で 3 割弱の減少となる。年少人口
（0-14 歳）にいたっては 64 となり，2010 年から
みて 2/3 の大きさとなってしまう。生産年齢人口
と年少人口の減少に引きずられるように，総人口
の指数は 100 から 84 へと下がっている。
　2040 年〜 2060 年の「第 2 段階」では，高齢人



















































































比べて，それぞれ 3 分の 1 ほどの大きさになって
いる。同様に高齢人口も 5 分の 4 の大きさへ減少
している。ちなみに，高齢人口の指数は 2040 年
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の高齢化の進行を見越して，いまからその定義に
後期区分を加えておくことが望ましい。



































































































































（注 1）2015 年以降の数値は国連人口部の将来推計（Low Variant）
を利用した。
（注 2）図 5 とは円の大きさの縮尺が異なっている。
（出所）United Nations, Population Division（2017）, World Population 
Prospects より作成。





















講座 11・人口』雄山閣出版，pp. 101-103 を参照。
4） 同上。小林が作成した縄文時代の人骨から推計した「生命
表」によれば，60 歳を超える余命を持った人はごく稀な存
在だった。1000 人中の 4 人程度と推計している。
5） 鬼頭宏（2010）『人口から読む日本の歴史』講談社，pp. 
42-43 を参照。



















15） Masturin, Wijaya Adi（2013）「インドネシア・マラン県の
高齢化対策におけるコミュニティの役割」和光大学総合文
化研究所『東西南北 2013』pp. 75-78 を参照。
16） 同上。







国連 DESA 報告書（1956 年）では明示的な説明がなされて
いない。この点につき，労働市場に関する国際シンポジウ





ここに 15 人の村がある。この内，高齢者は 1 人である。子
どもは 4 人，労働可能な人が 10 人とする（この人口比率は
1960 年代の日本の数値から導き出した）。すると，高齢化
率は 6.7％（高齢者 1 人÷ 15 人）である。ここで働く人（労
働可能人口）10 人が高齢者と子どもの暮らしを支えている
のだから，従属人口指数は 50％（高齢者と子ども計 5 人÷
働く人 10 人）となる。換言すると，働く 2 人が従属人口
（高齢者と子ども）1 人の生活を支えているのである。同時
に，老年人口従属指数は 10％（高齢者 1 人÷働く 10 人）
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